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               ABIC procedureについて
                                    久保木 久 孝
 赤池によるABICは，モデル構築・選択の指標として広範な適用性を持つ興味のある方法であり，事
実その有効性を裏付ける実例が多く示されている．しかしながらそれを母数の推定手続きと見るとき，次
のようだ疑問・不満が残る：（i）その手続きが一貫したエントロピー最大化原理に基づいて説明されて
いたい；（ii）真の分布∫（κ）がオリジナルモデルタ＝1力（κ；θ）：θ∈”｝の外に在るとき，その手続き
で言う事後分布とは一体何なのか；（iii）従ってその手続きは，実際にはparametric empirica1Bayes
的枠組ではとらえきれないのではないか．以上を踏まえ本報告では，ABIC procedureの原理的た側面
を考察する．
1．サブモデルとその構成
 我々は，オリジナルモデル中から！（κ）にエントロピーの意味で最も近いものを見付け，！を推定した
い．しばしばこれは不可能な場合があり，その時には一旦サブモデルでそれを行なう．ここでは，各成
分力（κ；θ）に重み皇（θ；ξ1）を考えた時・。1－1σ（κ；ξ1）：ξ1∈児1，α（κ；ξ1）一∫力（κ；θ）・・（θ；
ξ工）aθ｝を一つのサブモデルと呼ぶことにする．実際，ξ（則∈五㌣｛0｝×…x｛O｝⊂RKとしg（θ；ξ（々〕）＝
